














出題の意図 

 

問題１  

 

（1） 日常生活で問題となるゴミ集積場の無秩序状態について「社会的ジレンマ」の観点か

ら説明する問題である。（1）人は自分の行動が社会に与える影響を小さく考えてしま

う傾向があること（自分一人くらいの心理），（2）自分の都合の良い時にゴミ出しをす

ることが町内会のゴミ集積場の無秩序状態につながること（個人にとっては合理的な

判断が社会としての最適な選択に一致しないこと）に言及することが期待される。 

（2） 内発的に動機づけられた行動に対して「報酬」を与える影響の負の側面について，心

理学的知見から説明させる問題である。報酬は，特に生起確率の低い行動に対しては

有効であるが，内発的動機に基づいて行われている場合には，報酬を与えるとそれが

なくなった時に動機づけが損なわれる危険があることに言及する必要がある。 

（3） 短期記憶・ワーキングメモリの容量(7+-2)の観点から説明する問題である。一度に憶

えられる短期記憶容量には上限があり，若い人で 7 つ前後であることについて言及す

ることが望まれる。そのうえで，メモをとる，頭の中で繰り返す（リハーサル），まとまった

事柄を一つのかたまり(チャンク)として扱う，などの記憶方略について論述することが

期待される。 

（4） 「セルフ・ハンディキャッピング」の観点から説明させる問題である。自分自身にわざわ

ざハンディキャップを付けて，自分の能力が低く評価されるのを防ぐことを期待して行う

言動であることについて論述することが望まれる。そのうえで，割引原理（私たちには，一

方の原因が存在するといわれると，他方の原因は存在しないと考える傾向）が働くために，努力

することをあまり人には見せない，あるいは努力を放棄してしまうといった現象が起きることに言

及することが期待される。 

（5） 「自己開示」の観点から，人は自分に心を開いている相手に対しては自然と自分も心

を開いて話すという自己開示の返報性について言及する必要がある。自己開示の内

容には，自分の強みだけでなく，悩みや弱みなどの弱点も含まれ，相手との信頼関係

の構築には，自分に関する情報や考え，価値観などを，そのまま率直に相手へ伝えるこ

とが有力な手段であることを説明することが期待される。 

 

２．  

心理学研究で扱われる名義尺度、順序尺度、間隔尺度、比例尺度について、それぞれの特徴

と相違点を理解し、具体的なデータと関連付けて説明できるかを確認することで、心理統計に

関する基礎的な知識と理解を問うものである。 

 

 

 

 



３．  

心理学研究におけるサンプルサイズ設計の目的と必要性を理解し、適切な研究結果を得るた

めの統計学的観点に加え、研究参加者の負担や必要以上の参加者を募集しないといった研

究倫理の観点から、その意義を説明できるかを問うものである。 

 

 

問題Ⅱ 

[実験・応用心理学専攻] 

 実験・応用心理学における基本的な研究手法および主要な概念について，その特徴や意

義を正確に理解し，適切に説明する力を問う。 

 

[臨床・発達心理学専攻：臨床心理学領域] 

  発達心理学における基本的な研究手法および主要な概念について，その特徴や意義を正

確に理解し，適切に説明する力を問う。 

 

[臨床・発達心理学専攻：発達心理学領域] 

発達心理学における基本的な研究手法および主要な概念について，その特徴や意義を正

確に理解し，適切に説明する力を問う。 




